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（８）日常生活とリスク 

 今の世の中に愛想を尽かす人もいると思うし、そのような心境の人もいると

思います。この世の中に信じることがあるのか、愛情を感じることがあるのか、

毎日が楽しく思って生活することができるのか、人を信用できるのか、社会を

信用できるのか、地域を信用していいのか、家族を信用して問題ないのか、子

どもをどこまで信用できるのか、配偶者を本当に信頼できるのかなど、考えれ

ば考えるほど難しくなり、真に生きるための誠とは何かを考えてしまう人が多

くいるような気がします。逆に考えないようにしている人も多く周りにいるよ

うな気がします。 

 何かに頼ることができれば心が楽になるように、思うようになった人が多く

いるような気がします。人が歩んだ道はどんなものなのか、どんな気持ちで生

きていったのか、高齢者の心に楽しい時間が存在しそれを感じて生活したのか、

人との情をどう理解したのか、助け合う社会がどう個人に関わったのか、家族

等の思いやりが感じることができたのかなどいろんなことが頭を駆け巡ります

が、その結論がどうかを感じることなく生きているのが現実だと思います。 

人は基本的には一人で生きていく力を持っていると思いますが、その力は逆

に人との関係が必要であり、その活かし方に何かがあると思います。現実には

社会があってその中において生かされているのでしょうが、その現実を理解で

きないようになっているのも現実です。一番必要な強さは、一人で多くのこと

が出来ることが大切であり、そのことが強く生きていくことの必要条件ですが、

なかなか現実はできないのが普通ですし、そのような社会づくりがされてきた

ことを理解することも必要です。生活目標の最低限は、人に迷惑をかけること

ない人生を送ることに尽きると思います。そのことを現実化することは、中々

難しいことであると思いますし、その中身の問題においてもいろいろと感じま

す。 

何がベターなのか、何を注意するのか、どんな情報が必要なのか、どんな付

き合い方が必要なのか、上手な生き方の人とはなにか、何か自分のために得を

することなのか、楽しいことに出会うチャンスが多くあるようにすることはど

んなことか、考えれば多くありますが現在の必要性、今後の必要性、そのこと

を理解できる情報が欲しいのが現実です。大切な時間との付き合い方を考える

と、高齢者にとっての時間の大切さ、ひと時でも粗末にできないものであり、

上手に使用し、いつも自分が自分らしく輝いている人生を送ることの大切さ、

有意義な生き方を追求することで何かが見えるような気がします。 


